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デジタル化の進展によって、メディアの構造は大きく変化しています。ブログやSNS（ソーシャル
ネットワークサービス）の発達など、いまや生活者は、関心のある情報を自ら集め、必要な情報を
選別し、さらには発信する、というように、自分を取り巻く情報を自らの意思でデザインするよう
になりつつあります（「生活者主導社会」）。
裏を返せば、生活者にとって自分に必要がなさそうな情報は、スルーされてしまう時代。この時代
に、「広告」はどのように生活者＝ユーザーと向き合えばよいのだろう？
いっそのこと、広告が、ユーザーの生活にホントに役立つことをやってみればよいのではないか？
生活の奥深くに入り込み、生活者とのキズナをつくる、サービスとしての広告。本書では、そんな
「使ってもらえる広告」を提案します。
グラフィック、テレビCMなどマス広告制作のキャリアを長く積み、ウェブ広告制作のフィールド
へと移ってきた著者が、自ら手がけた仕事の現場で体感している「広告のいま」を、分かりやすく
解説します。
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